
令和７年度 有明ホーム地域連携推進会議 議事録 
 

1． 日 時  令和８年３月２３日 午前１０時～午前１１時３０分 

 

2． 場 所  有明ホーム本館食堂 

 

3． 出席者  ① 利用者    （有明ホーム利用者自治会長） 

     ② 利用者家族  （有明ホーム家族会元役員） 

     ③ 地域の関係者 （玉川校区まち協事務局次長・市会議員） 

     ④ 福祉の知見者 （大牟田市社協職員） 

     ⑤ 市町村関係者 （大牟田市福祉課職員） 

     ⑥ 法人関係者  （あけぼの会業務執行理事） 

     ⑦ 施設職員   （有明ホーム管理者） 

     ⑧ 施設職員   （有明ホーム副主任生活支援員） 

 

4． 議題 

①あけぼの会と有明ホームについて 

・法人概要 

・利用者の状況 

・利用者の生活 

・職員の状況 

・年間行事 

②事故報告について 

  ・事故及びヒヤリハット件数 

③職員研修について 

  ・参加または実施した研修の報告 

④防災・防犯体制について 

  ・実施している防災及び防犯対策の報告 



5．意見交換・助言 

市町村関係者  

・有明ホームの定員６０名に対し原因が４１名なのは何か理由がありますか。 

◎回答 

   有明ホームは本館と新館に分かれており、施設の構造上、新館の利用者は本館

食堂まで移動する必要があります。新館居室には空室がありますが、新規利用

希望者は本館での対応が妥当な方ばかりで、結果として定員を満たせていない

のが現状です。 

 

   ・虐待に繋がりやすい事案であるので質問します。男性が女性の介助を行うこと

はありますか。 

   ◎回答 

   夜勤体制（新館は１名で男女利用者の支援）の都合や、体力的な面で女性支援

員のフォローをするなどがありますので、全くないとは言えませんが、極力同

性介助を行うよう努めております。 

 

   ・他法人のように、地域（街中）への移転は検討されていますか 

   ◎回答 

   法人としては２年前にあけぼの苑の移転を行いました。しかし有明ホームは長

年玉川校区の皆さまに快く接していただいておりますので、街中というよりも

玉川校区でいい移転場所があればと考えております。 

 

 利用者家族 

   ・家族としては有明ホームの立地はとても不便。車がないと来所できないため、

今後いつまで来られるかを考えると不安。 

   ◎回答 

   このご意見には、そうですよねとしか言えません。しかし、何かしらできるこ

とを考えます。 



 福祉の知見者 

   ・生活支援員の性別ごとの人数と一番多い年齢層を教えてください。 

   ◎回答 

   生活支援員は男性１０名、女性１３名で、一番多い年齢層は４０代と６０代で

す。どこもそうかもしれませんが、若い職員の確保に苦慮しています。 

 

 地域の関係者 

   ・これは願望ですが、出来れば以前のようなお祭り（櫟野祭）を開催していただ

き、交流をしていきたい。 

   ◎回答 

   承知しました。有明ホームとしても地域の皆さまとの交流は大切にしておりま

す。以前のようなお祭りを開催するときはお誘いいたしますので、その際はよ

ろしくお願いいたします。 

 

 


